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	第２回よこはま高齢者福祉研究大会
	（かながわ高齢者福祉研究大会予選会）
	開催報告・結果発表
	開催概要
	　高齢者福祉施設職員等の研究、実践の発表の場を継続的に提供するとともに、横浜市域の大会を神奈川県域の大会の予選会として位置づけ、日々の活動や研究の質を高めること等を目的に開催いたしました。また、本研究大会の開催にあたって、より多くの高齢者福祉施設職員等が、共に学びあい、研鑽するとともに、高齢者福祉を学ぶ学生や関わる人々にも最先端の介護現場の状況を伝えていく機会になることが期待されています。
	日時： 2026年7月21日（火）10:30〜16:30
	開催場所： 横浜市健康福祉総合センター８階・９階
	参加者人数：約935名（会場：約250名、オンライン延べ685名）
	会場に加え、オンライン同時開催とし、多くの方に発表を視聴していただきました。
	高齢福祉部会会員施設より45題、大原医療秘書福祉保育専門学校横浜校より　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オープニング発表がありました。発表は４分科会に分かれて行いました。


	プログラム
	◆開会式　
	高齢福祉部会 西山部会長、藤野実行委員長より
	開会挨拶が行われました。　
	◆オープニング発表
	大原医療秘書福祉保育専門学校横浜校学生より
	「横浜にいるのに、横浜にいない？」をテーマに発表いただきました。
	◆各分科会発表
	オープニング発表後、４会場にわかれ研究発表が行われました。
	◆奨励賞授賞式
	全発表終了後、評価者に各会場の講評をいただき、発表者に奨励賞を授与しました。




	優秀賞
	　高齢福祉部会から評価者を選出し審査を行い、全会場より偏差値評価の高い13事業所に優秀賞を授与します。また、令和９年７月７日に開催予定の第23回かながわ高齢者福祉研究大会へ推薦させていただく予定です。

	今後について
	　今後も、神奈川県域で実施するかながわ高齢者福祉研究大会と市域で実施するよこはま高齢者福祉研究大会を1年ずつ交互に開催いたします。次回、第３回よこはま高齢者福祉研究大会は、令和10年度となります。より多くの法人・事業所様に発表、ご参加のご協力をお願いいたします。


